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１
 

東京湾の水産資源と生態系の特徴
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H２２年４月
千葉県水産総合研究センター
東京湾漁業研究所

・河口域 : 密度変化が主に塩分変化

 によって決まる海域(ROFI; Region of 
Fresh Water Influence, Simpson, 
1997)

・沿岸海域（Coastal sea): 密度変化

 が水温変化と塩分変化によって決ま

 る海域

・外洋域（Open ocean): 密度変化が

 主に水温変化によって決まる海域

 （柳，２００７）

東京湾は河口域

東京湾漁場環境図

http://www.pref.chiba.lg.jp/labsuisan/


河川水

河川プルーム

外海水 エスチュアリー循環

河川水が沖合へ流出するのに伴い、
 密度流効果で下層の海水は河口に

 戻り、一部が上層に引き込まれる。
 このような一連の鉛直循環をエス

 チュアリー循環という

海域 季節 河川流量
R（ｍ３／ｓ）

鉛直循環流量Q

 （ｍ３／ｓ）

Q/R

東京湾 夏 396 2201 6

冬 124 1635 13

伊勢湾 夏 800 3000 4

冬 250 6000 24

大阪湾 夏 130 3300 25

冬 120 4520 38

宇野木（２００８）

エスチュアリー循環



第７次水質総量削減の在り方について（答申）

規制は進んでいるものの、陸域からの負荷量は最も多い

東京湾への陸域からの負荷量



夏季東京湾のプランクトン生態系の特徴（１）
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東京湾と大阪湾における動物プランクトン現存量

 とプランクトンサイズ（佐々木、１９９５）。
上（１９９１）の値をもとに算出。

mgC/m2/日 ７月 ８月

基礎生産力 1001.8 1133.5

微小動物プラン

 クトン摂餌量

 （Min）
971.3 1144.6

微小動物プラン

 クトン摂餌量

 （Max）
1105.3 1674.8

マクロ動物プラ

 ンクトン摂餌量
9.4 17.8

佐々木（１９９１）

１９８８年夏季東京湾湾央部の基礎生産力と

 微小動物プランクトンおよびマクロ動物プラン

 クトン摂餌量

Oihona davisae

夏季東京湾はサイズの小さな動物プランクト
 ンが卓越し、基礎生産で得られたエネルギー
 や物質の大半が流れ込む

 

夏季東京湾はサイズの小さな動物プランクト
 ンが卓越し、基礎生産で得られたエネルギー
 や物質の大半が流れ込む



夏季東京湾のプランクトン生態系の特徴（２）

ミズクラゲ

・１９６７年
 

：大発生
 

⇒火力発電所の取水口を塞
 ぐ（桑原ら、１９６９）。

・その後ミズクラゲは東京湾の動物プランクトン現
 存量において最優占（Omori et al., 1995; 

Toyokawa et al., 2000)
・ミズクラゲは接触捕食者。視覚にたよる魚類に比

 べ、O. davisae のような小型のカイアシ類も利用



なぜ、浮魚へと転送される率が小さいか

植物プランクトン

大・中型動物

 プランクトン

バクテリア
ピコサイズ
植物プランクトン

従属栄養
ナノ鞭毛虫

微小動物
プランクトン

E=

ある栄養段階から出て行

 くエネルギーの総量

ある栄養段階に入るエネ

 ルギーの総量

＝１０〜２０％〜

プランクトンのサイズ
 が効いている

 

プランクトンのサイズ
 が効いている

捕食者＞餌
餌：捕食者＝１：１４



２
 

水産資源と漁場環境の変貌



かっての東京湾漁業と漁場

東京湾漁場図
（明治４１年商

 務省発行）

 

東京湾漁場図
（明治４１年商

 務省発行）

重要魚類の生産額（明治20・

 29年）に占める割合

水産調査報告第七巻第二冊
漁場調査第一報より（明治32年）



東京湾の漁獲量の変化



水産資源の動向（魚類）
生息域(成魚） 産卵場 資源動向

魚種
河

 口
干

 潟
湾

 奥
湾

 中
湾

 口
河

 口
干

 潟
湾

 奥
湾

 中
湾

 口
湾

 外 増 横 減
極

 減

スズキ 1
マダイ 1
マアナゴ 1

カタクチイワシ 1

マアジ 1

ヒラメ 1

アカカマス 1

マコガレイ 1
コノシロ 1
マイワシ 1

メバル 1

アイナメ 1

ボラ 1

マハゼ 1

マサバ 1
イシガレイ 1
ウマヅラハギ 1

ウナギ 1

シラウオ 1

サヨリ 1

アオギス 1

シロウオ 1
ホシガレイ 1

・産卵場、成魚の分布

 域が湾奥、干潟，河口

 域にあるものは極減

・増えているもの、横ば

 いのものの多くは、湾外

 に産卵場があり成魚の

 生息域が湾口付近にあ

 るもの

・産卵場が湾中付近に

 あるものも減少傾向

（漁業情報サービスセンター、２００５）



水産資源の動向（魚類以外）

生息域(成魚）産卵場 資源動向

貝類、その他
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アサリ 1

バカガイ 1

ハマグリ 1

シオフキ 1

アカガイ 1

トリガイ 1

タイラギ 1

ミルクイガイ 1

サルボウガイ 1

ヤマトシジミ 1

コウイカ 1

マダコ 1

シャコ 1

シバエビ 1

ニホンイサザアミ 1

（漁業情報サービス

 
センター、２００５）



埋め立てによる東京湾の変貌

埋め立てによる干潟・5m以下の浅場の消失（特に１９７０年代）

水産調査報告第七巻第二冊
漁場調査第一報より（明治32年）

平成17年版

 

首都圏白書、国土交通省



（第７次水質総量規制削減の在り方申、2010）

出典

 

広域総合水質調査（環境省）

窒素、りんの発生負荷量と海域の濃度変化



赤潮発生状況の変化

（第７次水質総量規制削減の在り方答申、2010）

＠ここ30年ほど、年間５０件程度で横ばい



青潮の発生状況の変化

（第７次水質総量規制削減の在り方答申、2010）

＠１９９０年代半ばにかけて減少。その後は年間２〜5件程度



貧酸素水塊

5月７日 5月19日 5月27日 6月16日

7月2日 7月8日 7月15日 7月22日

7月29日 8月4日 8月12日 8月18日

8月26日 9月1日 9月9日 9月16日

9月23日 9月29日 10月7日 10月14日

10月21日 11月4日 11月17日 12月1日

0  2   4    6    8  10ml/L

平成２０年度の東京湾におけ
 る底層DOの分布。

＠湾奥〜湾央に半年以上の
 長期にわたって2ml/L以下の
 貧酸素水塊が分布。

底上１mの値。出典）千葉県水産総合研究センター

 
資料（第７次水質総量規制削減の在り方申、2010）

＠無酸素水：３００km２

＠８８０００トンの動物が斃死
（風呂田、２０１１）



のりの色落ち

・東京湾では１９９０年代後半から、

 のりの色落ち被害が増加。
・総量規制により、栄養塩、特にリン

 の減少が大きく、色落ちもリン濃度が

 低い時に発生。

・東京湾の海水のリンの濃度が低下していることに加え，リンを消費する珪藻赤潮が発生す

 ることにより，リン不足により色落ちノリが発生（石井ら、２００８)



なぜ？赤潮と色落ち？？

二瓶ら（２００７）

出水時流入負荷データを用いて把握したリンの
 負荷量と原単位法による流入負荷量の比較

，夏季に出水時の河川経

 由の負荷量が事業系や

 下水処理系よりも卓越。

原単位法：文献値や過去の調査事例を参考に得られた各発生源からの汚濁負荷

 発生量それぞれを単位あたりの発生量として整理



３江戸前の魚を食べ続けられるように



水産セクタによる資源増殖のための手だて

水産セクタだけでとりうる対策

・漁業管理
・種苗放流
・漁場保全活動等

水産セクタだけでとりうる対策

・漁業管理
・種苗放流
・漁場保全活動等



水産資源の生産力低下の要因と対処

干潟、浅場、藻場の消失

赤潮、貧酸素
水質

藻場・干潟の造成

陸域からの負荷の制
 御、河川水の流入量
 の制御

気候変化



課題解決の隘路

・国土地理院（昭和５０年海岸域現況調査）

 
海岸線を中心に海側1ｋｍ、陸側1ｋｍ

・環境庁（昭和５７年自然環境保全基礎調査報告書）

 
海岸陸域（通常大波潮の限界線より

 100ｍの幅）と海岸（限界線より低潮海岸線まで）

・国土庁（昭和５８年沿岸域情報の整備課題に関する調査報告書）

 
海岸線を有する全市町

 村の行政区画まで。沿岸海域は、近年の海洋土木技術の水準、採算性、漁業権の設定範

 囲などを考慮して、水深５０ｍ～海岸線から１０ｋｍまで

梅田（1996）

沿岸域：海岸線を挟んで海域及び陸域を含む帯状の区域（日本沿岸域学会，2000）

帯状の区域の幅
視点、施策によって独自に定義

利用目的により沿岸域範囲が異なる

帯状の区域の幅
視点、施策によって独自に定義

利用目的により沿岸域範囲が異なる



各セクタによる管理から総合的管理へ

（沿岸域の総合的管理）
第二十五条

 
国は、沿岸の海域の諸問題がその陸域の諸活動等に起因し、

 沿岸の海域について施策を講ずることのみでは、沿岸の海域の資源、自然

 環境等がもたらす恵沢を将来にわたり享受できるようにすることが困難であ

 ることにかんがみ、自然的社会的条件からみて一体的に施策が講ぜられる

 ことが相当と認められる沿岸の海域及び陸域について、その諸活動に対する

 規制その他の措置が総合的に講ぜられることにより適切に管理されるよう必

 要な措置を講ずるものとする。

２

 
国は、前項の措置を講ずるに当たっては、沿岸の海域及び陸域のうち特

 に海岸が、厳しい自然条件の下にあるとともに、多様な生物が生息し、生育

 する場であり、かつ、独特の景観を有していること等にかんがみ、津波、高潮、

 波浪その他海水又は地盤の変動による被害からの海岸の防護、海岸環境の

 整備及び保全並びに海岸の適正な利用の確保に十分留意するものとする。

海洋基本法（２００７年７月施行）



生態系サービスという視点

生態系サービス：生態系によって提供される多くの
 資源とプロセスから得ている利益（自然のめぐみ）

・供給サービス：食料、燃料、薬品、水など、人間の生活に重
 要な資源を供給

・調整サービス：水の浄化や気候などの制御・調節

・文化サービス：レクリエーションなど精神的・文化的利益

・基盤サービス：前述のサービスの供給を支えるサービス。
栄養循環や水循環、光合成による酸素の供給

複数の視点から価値を考える
☟

連携の基礎

複数の視点から価値を考える
☟

連携の基礎



生態系ネットワーク

・干潟のもたらす生態系サービス：供給サービス、調整サービス、文化サービス、基盤サービス

干潟の生き物の多く・・・浮遊幼生期をもつ

生態系ネットワーク生態系ネットワーク

・漁場・生態系の保全、再生、構築に
 は湾・灘レベルの広がりをもつ、生

 態系ネットワークという視点が必要
 

・漁場・生態系の保全、再生、構築に
 は湾・灘レベルの広がりをもつ、生

 態系ネットワークという視点が必要



・モニタリングデータによる変化と現状の把握、研究
 成果の共有が連携の鍵。

・行政では事業の重複が問題になるが、知恵を出し
 あい、協力して進めて行くことが重要。

これまでのアプローチとこれから

・セクタ内で閉じた取り組みから相互理解と連携へ
・研究の推進と情報の共有
・具体的な活動

１）これまでのアプローチの改善のポイント

２）東京湾の環境改善ネットワークの効率化を
図る方法





ご清聴ありがとうございました！！
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